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令和4年度厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 

睡眠薬・抗不安薬の処方実態調査ならびに共同意思決定による適正使用・出口戦略のための研修プロ

グラムの開発と効果検証研究（21GC1016） 

研究分担報告書 

 

 

プライマリ・ケア医を対象とした、共同意思決定（Shared Decision Making: 
SDM）を用いたベンゾジアゼピン受容体作動薬の減薬 web 講習会研究 

 

研究分担者  渡邊 衡一郎 杏林大学医学部精神神経科学教室 

       研究協力者  喜瀬守人   医療福祉生協連家庭医療学開発センター 

吉田絵里子  川崎協同病院総合診療科 

普天間国博  琉球大学 

 

研究要旨 

 

 日本プライマリ・ケア連合学会の学会員を中心としたプライマリ・ケア医を対象に、ベンゾジア

ゼピン受容体作業薬の減薬についての半日の web 講習会を令和 4 年 12 月 4 日に実施し、26 名から

アンケートに回答を得た。 

 講習会は、共同意思決定（Shared Decision Making）の手法を用い、資材は過去に厚生労働省科

学研究事業（9GC1201）で作成した「睡眠薬・抗不安薬の出口戦略に向けた SDM」の補助資材（Decision 

Aid）を参考に、研究分担者が過去に実施した対面での講習会のものを活用した。 

 その結果、講習前と比較し、不眠や不安の適切な評価や心理教育、薬物の利点や欠点の説明、そし

て出口戦略についていずれも講習後はより可能となるとの結果であった。さらに講習会自体につい

ても評価が高く、期待に叶うとのものであった。 

 

 

Ａ．研究目的 

 

 ベンゾジアゼピン受容体作動薬の長期かつ高用

量の使用は、精神科医のみならずプライマリ・ケ

アの診療現場でも問題となっている。このため、

プライマリ・ケア医を対象としたベンゾジアゼピ

ン受容体作業薬の減薬についての web 講習会を実

施して、ベンゾジアゼピン受容体作動薬の減薬の

普及・実装化を図る。 

 

Ｂ．研究方法 

 

 日本プライマリ・ケア連合学会の学会員を含む

プライマリ・ケア医で受講を希望する者（○名程

度）を対象に、半日（4時間）の web講習会を実施

した。資材は、過去に厚生労働省科学研究事業

（9GC1201）で作成した「睡眠薬・抗不安薬の出口

戦略に向けた SDM」の補助資材（Decision Aid）を

参考に、研究分担者が過去に実施した対面での講

習会の資材を活用した。 

 なお参加者は参加前後の理解度テスト、及び講

習会の感想をアンケートに答えてもらった。 

 

倫理面への配慮: 特記すべきものなし 

 

Ｃ．研究結果 

 

ベンゾジアゼピン受容体作動薬の減薬web講習

会研究のための講習会を行った。アンケート回答

者26名の属性として、平均年齢48.6（±15.1）歳、

医師歴平均21.9（±13.7）年、性別（女性9名）で

あった。講習会前後での評価は下記のようになっ
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た。 

 

―――――――――――――――――――――― 

Web 講習会の前後の変化 

  講習会前 講習会後  

 
Median

（IQR） 

Median

（IQR） 

P 

value 

1.不眠症状に対して鑑別

診断も含めて適切な評価

ができる 

3.0(1.8)  4.0(0.0) ** 

2.不眠症に対する睡眠衛

生指導を説明できる 
3.0(2.0)  4.0(0.0) ** 

3.各睡眠薬の利点と欠点

を説明して、使い分けが

できる 

3.0(2.0)  4.0(0.0)  * 

4.不安症状に対して鑑別

診断も含めて適切な評価

ができる 

2.5(1.0)  4.0(1.0)  ** 

5.不安症に対する心理教

育を説明できる 
2.0(2.0)  3.0(1.0)  ** 

6.各抗不安薬の利点と欠

点を説明して、使い分け

ができる 

2.5(1.0)  3.0(2.0)  
 

7.睡眠薬や抗不安薬の開

始時に薬物療法の出口戦

略を説明できる 

2.0(1.0)  4.0(0.0) ** 

8.睡眠薬や抗不安薬の長

期服用者の減薬方法につ

いて説明できる 

3.0(1.8)  4.0(0.0)  ** 

9.睡眠薬や抗不安薬の開

始や中止について共同意

思決定を実践できる 

2.5(1.0)  4.0  ** 

＊＊＜0.01 ＊＜0.05 

 

 

―――――――――――――――――――――― 

ワークショップの感想 

―――――――――――――――――――――― 

 

 

 

Ｄ．考察 

 

これまで本邦において共同意思決定を用いたベ

ンゾジアゼピン受容体作動薬の減量 web 講習プロ

グラムは存在しておらず、今回実施した、プライ

マリ・ケア医対象の web研修プログラムは、アン

ケート結果からもそれなりに意義あるものにな

ったと考える。 

今回のプライマリ・ケア医からの意見やトライ

アルを行って得られた問題点などを検証し、より

汎化できるようにしていくことが望ましいだろ

う。 

 

Ｅ．結論 

 

 「睡眠薬・抗不安薬の適正使用ならびに出口戦

略を実践するための SDM を用いた web 研修プログ

ラム」は意義あるものとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ. 研究発表 

講習会後 n=21  

 Mean(SD) 

1.本ワークショップ全体への感想 

（5. とてもよい 4. よい 3. どちらで

もない 2. ややよくない 1. よくない） 

4.7(0.5)  

2.ワークショップの内容の難易度 

（5. やさしすぎる  4. やさしい 3. 

ちょうどいい 2. やや難しい 1. 難しす

ぎる） 

3.0(0.5)  

3.ワークショップの内容は期待に叶うも

のか 

（5. 満足  4. やや満足 3. どちらで

もない  3. やや不満足  2.不満足） 

4.6(0.6)  

4.ワークショップの時間 

（5. 短すぎる  4. やや短い 3. ちょ

うどいい 2. やや長い 1. 長すぎる） 

2.9(0.7)  
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